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主要国の政策金利の推移
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欧米 金融危機の行方④－主要６カ国による緊急協調利下げ 
発表日：2008年10月９日（木） 

～早急に追加の対策が必要～ 
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10 月８日にＦＲＢ、ＥＣＢ、ＢＯＥ、ＢＯＣ、スイス国立銀行、スウェーデン中央銀行の

主要６ヶ国の中央銀行が 50bp の緊急協調利下げを実施した。 

米国で金融安定化法が成立した後も実効性への疑問から、欧米金融機関に対する信用不安、

金融システミックリスク懸念が強まると、同時に、景気の下ぶれリスクも高まり世界的に株価

が暴落していた。これに歯止めをかけるため、主要６カ国中央銀行は異例の大幅協調利下げを

行った。ただし、今回の協調利下げを受けても、世界的な株下落に歯止めはかかっていない。 

 

 

○今回協調利下げを行った各国政策金利の水準 

ＦＲＢ        1.50％（2.00％） 

ＥＣＢ        3.75％（4.25％） 

スイス国立銀行    2.50％（3.00％） 

ＢＯＥ        4.50％（5.00％） 

ＢＯＣ        2.50％（3.00％） 

スウェーデン中央銀行 4.25％（4.75％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50bpの緊急協調利下
げを実施 
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欧米６カ国による異例の緊急・協調利下げは、これらの国が現在の金融危機に対する深刻さ

の認識を共有していることを示しており、政策協調の第一歩としては評価できよう。もっとも、

利下げだけでは現在の金融危機の根本原因である信用不安は解決できない。また、利下げのタ

イミングも遅かった。世界的に景気の減速感が強まり、グローバル・リセッションの可能性が

高まっていたにもかかわらず、インフレを警戒し各国の利下げのタイミングが遅れた。このた

め、グローバル・リセッションの回避は難しい情勢である。 

今回の協調利下げを空砲にしないためにも、追加の政策対応が金融システム、景気の両方面

から必要である。信用不安を解消するためには、米国は早急に金融安定化法の詳細を決定した

うえ実行に移すと同時に、金融機関の資本増強策など追加の金融安定対策を作成・実施する必

要がある。また、実体経済の悪化も続いており、これが金融機関のさらなる資産劣化につなが

っているため、景気対策も必要である。 

 

今後に関しては、各国の景気は大きく下振れており、株価の下落にも歯止めがかかっていな

い状況のもと、年内に米国では前述のような追加の金融安定対策が実施されよう。また、各国

は追加の利下げを実施すると予想される。 

米国は既にリセッションの状況にあると判断され、10 月 28、29 日のＦＯＭＣでさらに 50bp

程度の利下げが実施されると見込まれる。 

ユーロ圏も既にリセッションに陥っている可能性があり、11 月のＥＣＢ理事会で 25bp、金

融市場の混乱が続いていれば 50bp の利下げを実施すると予想される。英国は資産価格の下落

幅が大きくなっておりこれに歯止めをかけるためにも、ＢＯＥは年内に 50～75bp の利下げを

実施すると見込まれる。 

日本も既にリセッションに陥っているとみられるが、金融政策での対応が未だに行われてい

ない。為替市場では円が対ドル、対ユーロで強含むとみられ円の実効レートは上昇を続けると

みられる。政策対応の遅れと円高、海外経済の減速によって日本の株価は他国以上に軟調な展

開になるリスクもある。このため、景気は一段の下振れが予想され、日本も利下げを迫られる

と見込まれる。 
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給に必要 

今後も各国で利下げ
を継続 
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○声明文 

共同声明 

現在の金融危機のなか、各国中央銀行は継続的に緊密な協議を行い、金融市場の緊張緩和に

向け、流動性供給を含む前例のない協調行動を取った。 

エネルギーや他の商品価格の著しい下落を背景に、インフレ圧力はいくつかの国で緩和し始

めた。インフレ期待は減退しつつあり、引き続き物価は安定した水準に抑制されている。最近

の金融危機の高まりによって、経済成長に対する下ぶれリスクが高まっているため物価安定に

対する上ぶれリスクは低下した。 

このような下、世界的な金融環境のある程度の緩和は正当化される。ＢＯＣ、ＢＯＥ、ＥＣ

Ｂ、ＦＲＢ、リクスバンク（スウェーデン中銀）、スイス国立銀行（スイス中銀）は本日、政

策金利の引き下げを発表。日銀はこれら政策対応への力強い支持を表明した。 

 

ＦＲＢ 

ＦＯＭＣは、ＦＦレート誘導目標を 50bp 引き下げ 1.5％とすることを決定した。経済活動

の弱まりやインフレ圧力の低下が示されつつあるもと今回の措置を取った。 

経済活動ペースがここ数カ月で著しく減速したことをこれまでの経済データは示唆してい

る。さらに、金融市場の混乱拡大は家計・企業の借り入れ能力を低下させ、支出の抑制につな

がるだろう。インフレは高い水準であるものの、エネルギーや他の商品価格の下落と経済活動

の減速見通しがインフレへの上ぶれリスクを低下させたと委員会は信じる。 

委員会は、経済と金融の動向を注視し、持続的な経済成長と物価安定を促進するために必要

とあれば行動するだろう。 

このＦＯＭＣの金融政策に対し、バーナンキＦＲＢ議長、ガイトナー・ニューヨーク連銀総

裁、デューク理事、フィッシャー総裁、コーンＦＲＢ副議長、クロズナー理事、ピアナルト総

裁、プロッサー総裁、スターン総裁、ウォーシュ理事が賛成した。 

関連措置として、理事会は公定歩合を 50bp 引き下げ 1.75％することを全会一致で承認。こ

の措置をとるにあたり、ボストン地区連銀の要請を承認した。 
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